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おしゃれ心を大切に

／

一‘亀

ナ
ツ
は
海
。
ナ
ツ
は
山
。
。
ｊ

素
肌
に
や
さ
し
い
生
な
り
の
綿

神戸

三宮センター街３９１－５５２８．９
さんちかレデイス・タウン３９１－１２０４

大阪

梅田阪急三番街３７２－８０９３

上本町近鉄百貨店２Ｆ７７９－１２３１
ミナミ地下センター２１３－６１２８
モデル／浦谷三世
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南洋植物パークにて

ノ

東京

日本橋東急百貨店ＩＦ２１１－０５１１

、
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巴奇

匠守詞

頁
至

【
、
神
戸
っ
子
Ⅶ

こ
の
暑
い
の
に
着
物
と
は
大
変
で
す
ね
。
え
え
、
こ
れ
か
ら
初
め
て
の
お
仕
事
で
外
国
船
の
乗
組
員
を
出
迎
え
ま
す
の
で
…
…
。
四
代

目
の
代
表
ク
イ
ー
ン
神
戸
に
選
出
さ
れ
た
増
本
直
美
さ
ん
は
、
大
阪
教
育
大
学
三
回
生
で
二
十
歳
。
将
来
は
先
生
に
？
え
え
、
そ
の
積
り
で

す
。
私
が
小
学
生
の
と
き
担
任
を
し
て
頂
い
た
先
生
が
と
て
も
素
適
な
方
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
以
来
ズ
ッ
と
将
来
は
学
校
の
先
生
に
な
ろ

う
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
よ
。
（
影
の
声
本
当
は
こ
の
子
に
は
先
生
な
ん
か
に
な
ら
ず
に
結
婚
を
し
て
家
庭
に
入
っ
て
欲
し
い
ん
で
す
け

ど
ね
。
今
す
ぐ
に
で
も
ね
…
…
）
目
下
、
小
学
生
六
名
と
中
学
二
、
三
年
生
に
数
学
を
教
え
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
私
の
こ
と
を
恐
い
先

生
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
わ
。
．
何
故
で
し
ょ
う
（
Ⅳ
）
さ
あ
、
何
故
か
し
ら
…
…
。
し
か
し
、
あ
と
二
年
も
す
れ
ば
、
椅
麗
で
ス
テ

キ
な
ボ
ク
た
ち
（
ワ
タ
シ
た
ち
）
の
女
の
先
生
ノ
．
と
子
供
た
ち
に
親
し
ま
れ
る
先
生
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
内
の
誰
か
が

嘗
て
の
直
美
さ
ん
の
よ
う
に
先
生
に
な
る
こ
と
に
憧
れ
る
か
も
分
ら
な
い
。
彼
女
の
責
任
は
重
大
だ
。
葺
合
区
在
住
。
（
相
楽
園
に
て
）

可
愛
く
ス
テ
キ
な
未
来
の
先
生
ｌ
増
本
直
美
儒
雲
…
…
…
蕨
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／神戸ダｲﾔﾓﾝドギャラリー〈15＞ 、
夏の風景・納健

ョい

斗
札
南
幽
ト
ト
Ｊ
も
こ
‐
ん
か
ひ
叩
牙
。
い
一
日
恥
か
坐
め
ヲ
①
０

百
冬
と
謂
誕
歌
十
り
る
人
た
ち
の
甜
心
い
の
網
砺

溶
呼
が
当
」
つ
わ
』
塾
伺
い
元
エ
と
Ｌ
栂

し

詞
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急
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匂
神
戸
っ
孟
〕

前
田
豊
一
〈
箪
度
全
日
本
ヨ
ッ
ト
選
手
権
第
１
位
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

孔也

夏
。
う
だ
る
暑
さ
に
身
も
心
も
ヘ
キ
エ
キ
し
て
い
る
と
き
で
も
、
沖
に
白
帆
、
海
原
を
風
に
ま
か
せ
て
行
く
勘
ツ
ト
、
な
ん
て
絵
を
頭

に
浮
か
べ
る
と
も
う
涼
し
い
気
分
に
な
る
か
ら
不
思
議
。
休
暇
に
は
年
中
琵
琶
湖
で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
前
田
豊
一
さ
ん
（
訂

歳
）
・
風
の
弱
い
夏
は
む
し
ろ
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
だ
。

須
磨
で
育
ち
、
海
が
好
き
で
高
校
時
代
か
ら
始
め
た
ヨ
ッ
ト
が
も
う
加
年
以
上
。
ソ
リ
ン
グ
級
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ
ス
、
三
人
チ
ー
ム

で
昨
年
関
西
一
、
日
本
一
の
タ
イ
ト
ル
を
得
、
今
年
は
じ
め
シ
ド
ー
ー
ー
の
世
界
大
会
に
出
場
。
ス
マ
ー
ト
な
ヨ
ッ
ト
も
レ
ー
ス
と
な
れ
ば

は
た
で
考
え
る
ほ
ど
悠
長
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
．
瞬
時
に
要
求
き
れ
る
決
断
力
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
勘
と
ね
ば
り
。
不
断
の
鍛
練
１
．

関
学
在
学
時
代
に
は
ス
キ
ー
を
や
り
、
今
は
造
船
関
係
の
会
社
の
専
務
さ
ん
。
シ
ド
ニ
ー
は
「
ヨ
ッ
ト
以
外
は
よ
か
っ
た
で
す
よ
」
と
か
。

〈
陽
ざ
か
り
の
須
磨
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
〉

神
戸
っ

ョ
ツ
ト
・
風
・
夏神戸
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デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
き
た
い
人
を

、／

あ
な
た
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
を

ゆ
た
か
に
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
…

み
ち
あ
ふ
れ
た
カ
セ
ッ
ト
の
世
界

ジ
ョ
イ
フ
ル
な
カ
セ
ッ
ト
へ

セ
ピ
ア
の
扉
を
押
し
た
ら

瞳 や
さ
し
さ
と
可
愛
さ
が鍵美幸

一
蕊
雪
国
鱒Ｉ

求
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
電
話
を
。夢のよう

か
ら
愛
す
る
人
で
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

カ
セ
ッ
ト
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
心

☆
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
を

蛮
畑
’
四
九
九
二
砂
川
松
枝

た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か回二

なカセットのウィン ドウ

ノ、

』魁

､鰭‘
．Ｉ

!#i‘』

オートクチュール

ノ壷セ､''1－
砂川松枝

神戸・大丸前ｔe1.078(391)4992
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皇日
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~ ござ

ア

Ｉ
型
鐘
堰

麓1.
31【･盛〔．

昌吾

園
ク
ラ
ブ
雲
峰
海
外
登
山
実
行
委
員
会

東
灘
区
御
影
石
町
二
丁
目
肥
１
１

松
田
順
次
方
含
八
五
一
’
○
八
○
四

ある集い☆クラブ雲峰プモ ｡

湧画や当
一ｍー

喝賭３
③一陣＆

夢 畦, 由

Ｅ謁
圭＝

「
身
体
髪
膚
こ
れ
を
父
母
に
受

く
。
あ
え
て
穀
傷
せ
ざ
る
は
孝

の
は
じ
め
な
り
」
（
孝
経
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
登
り
と
い
え

ど
も
命
が
け
な
ど
と
ん
で
も
な

い
。
臆
病
な
く
ら
い
慎
重
に
、

一
か
八
か
、
だ
け
は
ど
う
し
て

も
避
け
た
い
、
と
い
う
藤
田
隊

長
（
弱
）
。
晴
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
、
７
月
型
日
の
出
発
（
先
発

隊
）
も
目
前
。
登
頂
の
た
め
の

装
備
や
食
料
の
梱
包
に
集
ま
っ

た
隊
員
た
ち
、
心
は
す
で
に
七

千
メ
ー
ト
ル
の
白
い
峰
か
。

岩
、
氷
雪
、
高
度
そ
し
て
自

分
自
身
と
の
闘
い
。
そ
れ
が
登

山
家
の
舞
台
。
結
晶
す
る
よ
う

な
空
気
、
空
の
青
は
登
山
家
の

褒
章
。コ

ン
ナ
フ
ウ
ニ
準
備
ヲ
シ
テ

イ
ル
時
が
イ
チ
バ
ン
楽
シ
イ
。

そ
れ
ぞ
れ
が
ひ
と
つ
の
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
。
働
き
な
が
ら
お

金
を
た
く
わ
え
苦
労
し
て
の
資

金
調
達
。
兵
庫
県
で
は
社
会
人

登
山
隊
は
じ
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
。

大
切
に
確
実
に
一
歩
一
歩
高
み

を
極
め
て
き
て
ほ
し
い
。

、訴弔凸、

逼宰

可

、
Ⅲ多延L

う

出
Ｉ
ＩＬ

緬
剛
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蕊鰯雲
蝋･鯉:蕊灘

王

戸

神戸サウナビ
ＴＥＬｏｐ７８－３

綬鯛モデル／福田メグ
フォト／藤原ｲ 呆之

水着のシーズン・イン . ノウエスト・ライン l こ手ぬかりはない？

ノ

ク
ー
ル
バ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
で
冷
浴

再
び
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
ヘ

ラ
ス
ト
は
ク
ー
ル
バ
ス
で
お
肌
を
ひ
き
し
め
ま
す

浴
後
は
美
容
器
具
で
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
も
ほ
っ
そ
り
と
ノ
．

●
営
業
時
間

（
受
付
は
午
前
２
時
ま
で
）

（
受
付
は
午
前
１
時
ま
で
）

け
一
Ｆ
》

》
★
ザ
畷
卦

．
戒
》
》
》

〃
喬
神
正

●
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

サ
ウ
ナ
コ
ー
ス
￥
１
，
０
０
０

マ
ッ
サ
ー
ジ
￥
１
，
３
０
０

全
身
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
￥
３
，
０
０
０

薬
草
美
顔
￥
２
，
５
０
０

全
・
身
パ
ラ
フ
ィ
ン
パ
ッ
ク
￥
２
，
５
０
０

メ
ン
バ
ー
ズ
制
も
あ
り
ま
本

●
和
田
式
美
容
教
室
／
毎
週
木
曜
日

１
部
／
午
前
ｎ
時
１
，
時

２
部
／
午
割
前
ｎ
時
〜
哩
時

研
修
開
始
費
￥
１
，
０
０
０

研
修
費
￥
２
０
，
０
０
０
（
約
３
カ
月
分
）、
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4 人の受賞作品が展示された会場

安井賞受賞画家４人展開かる

【
‘
陸
、
息
誇
一

伽
『
‐
二
一
一
が
．

ｍ
心
一
一
《

毎
駒Ｆ

＆
壷
喜
‐
』
垂
ざ

コウベスナッ

q 講演後の来聴者を囲んでの座談会

詞心也’鯵Ir，
Ｉ｡ １１９－

町箕聯
拳苧
一員甲ぽ胃鎖、
竃②鐸』． 賂 ■

＄

ＧＩ甲宕

故安井菅太郎氏を記念して設定きれた安井賞
を受賞した兵庫県在住の４人の画家一第９回
受蛍の西村功氏（受賞作「ベンチの人びと」）
第１２回の鴨居玲氏（同ｒ静止した刻｣ ) 、第１４
回の山本文二彦氏（同「語り１－１) 、第1 5 回の中西
勝氏（同「大地の聖母｣ > －の合同展が、５月
2 5 日から６月２３日まで､ 県立近代美術館にて開催
された。
会場を入ったところの正面には４氏の受賞作

品が展示きれ、総数１７０点余りの作品群はそれ
ぞれの作家の強い個‘ | 生をうかがわせ観賞者を魅
了していた。
また、６月２日には同美術食官の講堂で、山本

文彦、中西勝両氏による特別講演会ｒ自作を
語る」が開かれ、講演後に来聴者との座談会も
行われた。

』ツi l I 虚。１４．
■可

M Ｈ 選豊一罵声

輪
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神
戸
っ
子

ギ
ャ
ラ
リ
ー

松
本
宏
〈
行
動
美
術
協
会
〉

今
ま
で
は
花
、
首
の
な
い
人
形
、
頭
で
考
え
る
こ
と
を
し
な
い

人
間
な
ど
を
テ
ー
マ
に
描
い
て
き
た
が
、
も
っ
と
社
会
現
象
と
し

て
の
テ
レ
ビ
の
映
像
や
そ
れ
を
と
り
ま
く
人
間
た
ち
を
批
判
を
こ

め
て
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

真
正
面
か
ら
人
間
の
真
理
と
か
に
取
り
組
む
ん
で
な
く
、
自
分

自
身
を
も
含
め
た
現
在
の
中
で
の
人
間
を
、
チ
ラ
シ
と
横
目
で
に

ら
み
な
が
ら
風
刺
す
る
と
い
う
の
か
な
、
怒
り
や
風
刺
を
意
識
的

に
表
わ
す
の
で
な
く
、
そ
う
い
う
面
が
自
然
に
画
面
に
出
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

甘
美
な
幻
想
の
世
界
と
も
い
わ
れ
る
け
ど
自
分
な
り
の
イ
メ
ー

ジ
の
広
が
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
僕
の
場
合
は
一
つ
の
作
品
の
途

中
か
ら
次
は
こ
う
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
ん

で
す
よ
。
松
本
宏
の
世
界
は
こ
れ
だ
ノ
・
と
決
ま
れ
ば
深
く
間
口
を

狭
く
し
て
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
型
の
上
で
の
安
定
と
は

別
に
、
内
面
で
は
絶
え
ず
繰
り
か
え
し
た
り
、
壊
し
た
り
の
変
化

六
○
ｍ
ｍ
○
○
○
①
少
匡
男
く
〈
７
〉

』

雨凸

若
い
若
い
と
い
わ
れ
て
き
た
松
本
宏
氏
も
如
歳
。
一
つ
の
ス
テ

ッ
プ
を
躍
む
時
期
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
今
、
繰
り
返
し
問
い
つ
づ

け
て
い
る
自
分
の
絵
の
世
界
に
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

●
ま
つ
も
と
ひ
ろ
し

●
一
九
三
四
年
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
●
一
九
五
七
年
墓
凧
芸
術
大
学
油
絵
科
卒
業
．

同
専
攻
科
中
退
●
一
九
五
八
年
行
動
美
術
展
に
初
出
品
（
以
降
毎
年
出
品
）
ｅ
一
九

五
九
年
行
動
美
術
展
で
奨
励
賞
受
賞
●
一
九
六
○
年
朝
日
新
入
展
出
品
（
以
降
２

回
出
品
）
行
動
美
術
展
で
新
人
賞
受
貧
●
一
九
六
一
年
シ
ェ
ル
美
術
尚
展
で
佳
作

甘
受
賞
●
一
九
六
二
年
シ
ェ
ル
美
術
賞
展
で
３
位
入
賞
●
一
九
六
三
年
安
井
賞
展

出
品
（
以
降
９
回
出
品
）
行
動
美
術
賞
展
で
会
友
賞
受
賞
●
一
九
六
四
年
行
動
美

術
賞
受
賞
、
同
全
会
員
と
な
る
。
一
九
六
五
年
大
阪
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に
て
個
展
（
以

降
毎
年
開
他
）
●
一
九
六
六
年
第
一
回
昭
和
会
展
出
品
（
以
降
２
回
出
品
）
●
一

九
六
八
年
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
チ
フ
ォ
ル
ム
に
て
銅
版
画
個
展
●
一
九
六
九
年
東
京
壱

群
館
画
廊
に
て
個
展
●
一
九
七
Ｏ
年
元
町
画
廊
に
て
「
具
象
入
間
展
」
に
出
品
（
以

降
毎
年
出
品
）
●
一
九
七
一
年
鋪
２
回
レ
ヌ
フ
展
に
出
品
（
以
降
毎
年
出
品
）
●

一
九
七
三
年
鋪
１
回
金
山
平
三
賞
受
賞
、
神
戸
大
学
助
教
授
、
東
灘
区
在
住

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
心
の
中
に
あ
る
ド
ロ
ド
ロ
し
た
も
の
が

ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
で
き
た
ら
…
…
。 １

２
座
・
》
Ｅ

司
輯
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,聖剣与響

Ｉ ｋ

■■

脚
'シ』

型

五■｡ 、

赤の中の２人・青の中の２人
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